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白山の植物目録（三）
橋本光政＊・里見信生＊＊
　　　　Mitsumasa且AsHIMoTo＊＆Nobuo　SAToMI＊＊
AList　of　the　Plants　Distributed　in　Mt．　Hakusan（3）
前　　が　　き
（i）　目録は←うシダ植物，⇔裸子植物と同様に，証拠となる標本がどこかの標本庫にあるものの
　　みとし，文献に記録されているものは欄外に記した。
（ii）標本番号または採集年月日のあとに何も記してないもの，およびKとあるものは金沢大学
　　理学部の標本庫に入っているものである。
（iii）KYOとあるものは京都大学理学部植物学教室の標本庫のものを示している。
（iv）　また，ごく一部ではあるが他の標本庫のものは，例えば，国立科学博物館，東京大学理学
　　部植物標本庫の標本と記した。
（V）京都大学の標本を調べるに従って多くの採集者の標本を証拠として記録させていただくこ
　　とになった。その中で特に度々でてくる採集者名は次のように略号を用いて記した。
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小泉源一G．K．
布　藤i昌　一・M．Hu．
鳴橋直弘N．N．
代崎良丸Y．S．
新田あやA．N．
堀　田　　　満　M．Ho．
（vi）橋本（M．H．）の標本のV．1V．2V．3V．4は前報と同様V．1下部夏緑広葉樹林帯V．2ブナ帯
　　V．3ダケカンバ，アモモリトドマツ帯V．4高山帯の意味である。
（vii）参考文献の中で，今後とも多く引用の必要な岐阜薬学専門学校創立十周年記念誌（昭和16
　　年）の『中部日本に於ける薬用植物の分布並にその利用栽培に関する研究』　（第一報）V濃
　　飛植物目録P．34～204は濃飛植物目録と，『福井県博物同好会会報』は福井博物と略して記
　　したo
＊兵庫県立姫路東高等学校　Himeji　Higashi　Senior　High・schoo1，　Himeji　Hyogo　Prefecture
＊＊金沢大学理学部生物学教室　Department　of　Biology，　Faculty　of　Science，　Kanazawa　University
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　　　　Aπσ加8pθr7παe　被子植物
　　　　Moη0⑳τ〃Zθdoπθαe　単子葉植物
　　　　　　　Typhaceaeガマ科
　丁ツρ泌o夕泥勿σ1ゴsPREsL．　コ　ガ　マ　　白山麓　G．K．　Jul．10．1921　KYO集落の近く
　にときどき栽培されている。
　　　　　　　Sparganiaceae　ミクリ科
　助〃9α嬬％勿910勿θ抱Z％勿LAEST．　var．απ9μ∫彦ガb1㌦勿GRAEBNERホソバタマミクリ〔尾〕
コエト小屋付近V．3M．H．4407亜高山帯の浅い池の中に見られる。本州北部の高山に知られて
いたが，白山では今までに記録がなかった。
　　　　　　　Potamogetonaceae　ヒルムシロ科
　Po彦4％9θ彦o％4‘sκ批Z％s　A．　BENN．ヒルムシロ　〔高〕蛭ケ野H．K　〔白川〕三方岩嶽
　G．M．　K
　P．F7パ7‘A．　BENN．フトヒルムシロ　〔大〕刈込池　V．2　M．H．3465
　P．批彦α〃sLINN．オヒルムシロ　〔荘〕野々俣～新淵　V．1　M．H．　C－839
　　　　　　　Alismataceae　オモダカ科
　ノ4除勿αcα獺1づ6〃α㍑勿A．BR．　et　BoucH逢．ヘラオモダカ　〔白川〕御母衣　A．N．12175
KYO　〔高〕蛭ケ野　H．K．6694；G．Mu．14441　KYO
　Sα9椛〃物〃〃b1ZαLINN．オモダカ　〔高〕蛭ケ野　G．Mu．14374　KYO
　　　　　　　Gramineaeイネ科
　∠4c吻σ彦ゐ〃μ〃2ρθ〃％％sθ（HANcE）OHwIハネガヤ〔白川〕三方崩山　V．1　M．H．　C－1627
　・49夕os‘‘s　c1σ〃ατσTRIN．ヤマヌカボ　〔白峰〕別当出合～南竜ケ馬場　V．3　M．H．3261；市
瀬～頂上　T．S．　4588　KYO；竜ケ馬場　S．YAsuDA　Aug．1928　KYO　〔大〕　三の峯
S．WATANABE　46　KYO
　／1．61σ〃α彦σTRIN．　var．％〃〃σδo　OHwlヌカボ　〔白峰〕　白峰　V．1　M．H．2411
　∠1．ノ7α06ばσHAcK．　ミヤマヌカボ　白山　T．S．　4581　KYO；G．Mu．　Aug．22．1953
KYO　〔白峰〕殿ケ池付近　V．3　M．H．3934；大汝峰　G．M．8757　K
　Ascα6抱WILLD．エゾヌカボ　白山KHANDA　Aug．3．1952…」ヒ海道から中部地方の高
山にまで知られているが，この白山が西南限と思われる。
　、410ρθ6％％sσθ4％αZ‘sSoBoL　var．σ勿％夕θ斑ぼ（KoMAR．）OHwlスズメノテッポウ　〔白峰〕
白峰　V．1M．H．2217〔白川〕平瀬　V．1　M．H．　C－66
　・4励加拓％仇％〃2ノψo％‘6μ〃2（MAxlM．）HAcK．タカネコウボウ　白山K．　HANDA　Aug．3．
．4gmρ貨ω3〆‘〃θ（TRIN．）FRANcH．　var．が10s物儂（KoRsH．）HoNDAタチカモジ〔大〕経ケ嶽，福井
　博物，No．2，　P．69，経ケ嶽採集記（1955）に記録があるが，標本は確かめることができなかった。
．4σγos〃s万句釦ηθ％sゴs　HoNDAヒメコヌカグサ　石徹白，福井県生物目録，　P．69，1933に記録があるが，標本
　は確かめることができない。
・4癩夕ψoσoηbグθ〃‘カ〃μsSwARTzウシクサ　大日岳，濃飛植物目録，　P．178，吉田裕，1941に記録がある。
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1952　〔大〕三の峯～銚子峯　V．3M．H．5993；三の峯　N．F．　et．　Y．1．590　KYO
　工J．B．（植物研究雑誌）Vol．36，　No．5P．191によるとBulL　Acd　St－P6t．31：90（1886）
に」宅召名oc〃oθノψo％鋤MAXIM．としてType標本に白山があげられている。この植物は北海
道から中部地方の高山，大和の高山に知られている。白山でも亜高山から高山帯にかけてわずか
に存在している。
　・4．oばo夕α‘〃〃2　LINN．ハルガヤ　〔高〕蛭ケ野　H．K．　May．30．1965〔白鳥〕石徹白　福井
県生物目録P．681933にも記録がある。
　・4グ仇mκo％万ψi4％s（THuNB．）MAKINoコブナグサ　〔尾〕岩間～噴泉塔　V．2　M．H．2327
〔高〕蛭ケ野高原　V．1M．H．　C－1501
　・4〆〃〃ば仇θ11α乃〃‘σ（THuNB．）C．TAMKAトダシバ　〔白川〕御母衣　A．N．　12145　KYO
〔高〕蛭ケ野高原　V．1M．H．　C－1503
　・砂碗吻ρo〃〃〃2s夕1〃αだε〃〃z（HUDS．）P．BEAuv．ヤマカモジグサ　〔白峰〕市瀬～室堂　GM．
7348K；観光新道K．　HANDA　Aug．2．1952〔大〕経ケ岳　G．Mu．　et　T．S．331　KYO
　Bm祝％sρ醐c‘刀oγ％s（THuNB．）HAcK．キツネガヤ　〔白川〕平瀬～稗田　V．1　M．H．　C－9
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　．8Wん仇級6α〃ばα9α（MuNRo）Fr．　ScHM．　ホガエリガヤ　白山　1．　EHARA　Jul．1．1907
〔白川〕大白川　G．M．12674　K
　Cσ」σ〃2σ9グが旋F吻夕％‘HACK．カニツリノガリヤス　〔白峰〕別山～三の峯　V．4　M．H．
3383；室堂～南竜ケ馬場　V．4M．H．7557　本州日本海側の高山に知られている日本海要素の
一種である。白山では亜高山から高山にかけての草地に見られる。
　C・9‘9αsTAKEDAオニノガリヤス〔白峰〕別山～三峯　V．3　M．H．5973；三峯～杉峠　V．3
M．H．7730　日本海要素の一つで亜高山帯の草地に見られる。
　C・加〃o％％sるFRANcH．　et　SAvAT．ヒメノガリヤス　〔尾〕岩間ブナ林　V．2　M．H．4364
〔白峰〕三峯～杉峠　M．H．7728　KYO〔大〕経ケ岳　900m　G．Mu．　et　T．S．370　KYO
　C・1σ〃gs40頒ゴ（LINK）TRIN．イワノガリヤス〔吉〕中宮道　S．T．　Aug．14．1963　〔白峰〕
真砂坂　V・4M・H・3952；北竜ケ馬場～釈迦岳　V．3　M．H．3777；旧道　（慶松平）G．N．
3700KYO；室堂～四塚　G．M．〔白鳥〕石徹白　1．ITosHIRo　Jun．20．1933　KYO
　CJoηゴsθ似HAcK・ヒゲノガリヤス白山1．lcHIMuRA　Aug．4．1905白山Z．T．　Ju1．17．1929
KYO；N・F・Jul・18・1961　KYO　〔白峰〕別当出合～南竜ケ馬場　V．3　M．H．白山以西では
大和，但馬，大山などに知られている。
　C．10％gZs∂αHAcK．　var．　Zo％gθ一αグゴs彦σ絃（TAKEDA）OHwlオオヒゲノガリヤス　白山
G．M．8674　K　〔白峰〕御前峰　G．M．8731　K；南竜ケ馬場　G．M．16573　K
A％↓α60∫θ〆sTグε％fJθγ：HAcK肌var．ブの知％ゴ6αOHwlヒロバノコヌカグサ三ノ峰，福井博物，　No．1，三峰植
　物採集記，P．53，寒蝉義一，1954に記録されているが，標本の確認はできなかった。
Cα」α勿α9グos”s　Eがσθ‘os（LINN・）RoTH　var．4％sゴf1（脚LEDE．ホソヤマアワ　白川，濃飛植物目録，P．172，
　吉田裕，1941に記録されている。
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　C．ρsθ〃40づ〃α9〃碗θ∫（HALLER　f．）KOELER　ホッスガヤ　〔白峰〕南竜ケ馬場～別当出
合　V．3M．H．2831；砂防新道　K．　HANDA；六万山～釈迦岳　N．F．4107　KYO
　C．sα加1‘κθ抱治FR．　ScHM．タカネノガリヤス　白山　K．HANDA　Aug．3．1952；G．M．8673
K　北海道から中部地方の高山，四国の高山に知られている。
　Dασり1Zs　g1α〃2〃α彦σLINN．カモガヤ　（帰化植物）〔白峰〕白峰　V．1　M．H．2219〔白川〕
平瀬～御母衣　M．H．　C－682
　Z）召s漉α〃ψ豆σ6αθS〆Zosα（LlNN．）BEAuv．　var．ノ≧〃6αφ1級HoNDA　ヒロバコメススキ　白
山Z．T．　Ju1．4．1929　KYO；S．YAsuDA　Ju1．1929　KYO；J．SuGIMoTo　13950　KYO〔白
峰〕砂防新道　V．4M．H．3613；室堂～ウグイス平V．4　M．H．；御前　G．N．13950　KYO
本州北部，中部の高山と九州の高山に知られ，白山では高山帯に広く分布している。
　Z）．ノ7θκ％osσ（LINN．）TRIN．コメススキ　白山　Z．T．　Ju1．4．1929　KYO；T．S．4565　KYO
〔白峰〕大汝峰　V．4M．H．2702；室堂～ウグイス平　V．4　M．H．5774　〔白川〕　三方崩
山　V．3M．H．　C－1028
　白山以西では大和の大峰山，伯書大山，四国，九州の高山に知られている。白山では亜高山か
ら高山帯の日当りのよい礫地，裸地の周囲などに多く見られる。
　D鋤‘〃泌αゐ6θ％4eヵs（H．B．K）HENR．メヒシバ　〔尾〕岩間ロノ湯～岩間元湯V．2　M．H．
4296
　D．〃づ01αsoθ％s　LINKアキメヒシバ　〔尾〕温泉口～岩間　V．1　M．H．4206　〔白川〕三方崩
山　V．1M．H．　C－1631
　Eo万御6乃Zoαc％s－gαZ∬（LINN．）BEAuv．　var．　cγ％s－gσ〃づイヌビエ　〔白川〕三方崩山　V．1
M．H．　C－1630
　Eγσ9夕o∫∫るノε〃％9吻θα（THuNB．）BEAuv．カゼクサ〔尾〕温泉口～岩間　V・1　M・H・4211
　〔白川〕三方崩山　V．1M．H．　C－1629
　Fθsτ砺σ勿夕協os　LINN．ナギナタガヤ，ネズミノシッポ（北アフリカ産の帰化植物）〔白峰〕
白峰　V．1M．H．2214
　1硫oぼ％LINN．　var．彦αZθ夕σ〃2αθκs‘s　OHwIタカネウシノケグサ　白山　KHANDA　Aug．3．
1952；Z．T．　Ju1．17．1929　KYO；Y．H．　Aug．12．1936　KYO　〔白峰〕室堂～四塚山　G．M．
8831K；室堂G．M．16528　K；大汝峰　V．4　M．H．2700本州中部地方の高山にまれに見
られる種類である。白山では亜高山から高山帯にかけて日当りのより礫地，草地にわずかに存在
する。
　礼♪％γ吻1励2αSTEuD．トボシガラ　〔白峰〕市瀬付近　V．1　M．H．2412；市瀬～別当出合
E冗σγosZお〃2％rZ‘侃％1ゴs　STEuD．ニワホコリ　経ケ岳，福井博物，　No．2，経ケ岳採集記P．69，1955に記録
　はある。
〃s∫泌αθ1αrゴoグLINN．　ヒロハウシノケグサ　道路新設時にその路肩の砂防のためこの草本を用いているよう
　だ。別当出合から中飯場にかけて多く見られた。（1969年）
〃s’泌αo〃仇αLINN．　var．　c硫s砺％sis　OHwlチイサンウシノケグサ　三ノ峰，若杉孝生（Ju1．20，1969採
　集）福井博物，No．18，　P．6，1971に記録されているが，標本を確認できなかった。
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GM．12620　K
　瓦％6γαLINN．オオウシノケグサ　〔白峰〕三ノ峯～杉峠　V．3　M．H．7732，8126　北半
球の周北要素で日本では北海道から東北，関東，中部の山地にまれに知られている。白山で亜高
山帯の草地にわずかに分布していると思われる。
　G砂c〃泌α1妬s’〃θZμ勿X（oMoR．　ミヤマドジョウツナギ　白山　T．S．4571，4606　KYO
〔白峰〕真砂坂　V．4M．H．3951〔白川〕　ワリ谷　V．2　M．H．　C－544〔大〕三ノ峯
Ju1．5．1933　Z．T．　KYO　北海道から中部地方の高山に知られているが，白山では亜高山帯以
上に広く分布している。
　G．‘sc乃”脇％7αSTEUD．ドジョウツナギ　〔白峰〕市瀬付近　V．1　M．H．2409
　Lo1‘％勿〃2〃1τがZo夕％勿CAMARCKネズミムギ　（欧州原産の帰化植物）〔白川〕平瀬～御母衣
V．1　M．H．
　L．ρ〃躍紹LINN．ホソムギ　（欧州原産の帰化植物）〔白峰〕観光新道　V．2　M．H．7520
　ルπ1加％％彦α％sLINN．コメガヤ〔吉〕蛇谷　V．1　M．H　5366〔白川〕三方崩山　V．1　M．H．
C－454
　ル露〃os6θg‘％〃z／4ρo斑微〃2（MIQ．）Ko1Dz．　var．60プθα1θ（OHwl）OHwlキタササガヤ　〔白
峰〕砂防新道　V．3M．H．4044；市瀬　G．M．8719　K　〔白川〕大白川　G．M．9327　K
　M・％π4％〃2（TRIN．）A．CAMusミヤマササガヤ　〔尾〕岩間ロノ湯～岩間ヒユッテV．2　M．H．
4293〔白川〕平瀬　V．1M．H．　C－67
　M．〃鋤切θ％〃2（TRIN．）A．CAMusヒメアシボソ　〔吉〕蛇谷　V．1　M．H．6465の1
　ルf・ぼ勿幼θ％勿（TRIN．）A．CAMus　var．』り01〆σc勿％勿（FR．　et　SAv．）OHwlアシボソ〔尾〕
温泉口～岩間　V．1M．H．4205
　ルπ1㌦〃2θ励貌〃2LINN．イブキヌカボ〔尾〕ゴマ平　V．3　M．H．3012（経ケ嶽　福井博物
No．2　p．691955にも記録がある）　；白山　K・HANDA
　磁scαヵ㌦s∫》oグ‘∂〃1％s（LABILL）WARB．トキワススキ〔白峰〕別当出合付近　V．2　M．H．
3807
　M・㎡％θ鮒蛤ANDERss・ススキ　〔尾〕温泉口～岩間　V．1　M．H　4209；シナノキ小屋～ゴマ
平G．M．
　M・Z鋤εZ〃㌦s（STEuD・）HAcK・カリヤス　白山　T．IcHIMuRA　Sep．6．1906　〔尾〕温泉口～
岩間　V・1M・H・4210〔白峰〕旧道（殿ケ池～指尾）V．3　M．H．6301〔白川〕稗田　V．1
G∫ツcθγiα」娩姻励cα（GORSKI）LINDM．カラフトドジョウツナギ　三峰，福井博物，　No．1，三峰植物採集
　記，P．53，寒蝉義一，1954に記録がある。
Hゴげ㏄乃’oρα♂oグαrα（LINN・）P．　BEAuv．　var．鋤θs6e％s　KRYLovコウボウ　経ケ嶽，福井博物，　No．2，
　P．69経ケ嶽採集記，1955に記録されている。
∫sαc吻θσlo60sα（THuNB・）0．　KuNTzEチゴザサ　白山，濃飛植物目録，　P．175，吉田裕，1941に記録されて
　いる。
1sc加θ％〃2砺r〃カ”oゴ4θs（STEuD・）MIQ．　ケカモノハシ　白山，博物館標本目録，濃飛植物目録，　P．175，
　吉田　裕1941に記録されているが，標本の確認はしていない。この植物は海浜砂地に生育するものであるか
　ら，何かの間違いであろうか。
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M．H．1732
　㎜1仇勿ρs砧∫ψo痂6σ（HAcK．）HAYATAヌマガヤ　〔白峰〕　青柳新道（釈迦岳～白峰）1600
～900m　Alt．　V．2　M．H．4120
　協〃擁δ〃9級σ％プ〃‘〃∠s’α9α（OHwl）OHwlコシノネズミガヤ白山S．YAsuDA　Aug．1928
KYO；Z．T．　Jul．17．1929　KYO　〔白峰〕別当出合～南竜ケ馬場　V．3　M．H．3260；市瀬
～室堂　G．M．日本海要素の1つである。
　M．∫ψo〃‘εαSTEUD．ネズミガヤ　〔白峰〕市瀬　G．M．16922　K
　O♪1‘s％％μsμ％4〃α彦〃b1㌦8（ARD．）RoEMER　et　ScHuLTEsケチヂミザサ〔白峰〕白峰　V．1
M．H．2216；青柳新道　V．1　M．H．4162〔白川〕三方崩山　M．H．　C－1626
　Pα％鋤勿δづWcα㍑〃2　THuNB．ヌカキビ　〔吉〕蛇谷　V．1　M．H．6465の2〔尾〕岩間ロノ
湯～岩間ヒユッテ　V．24300　〔高〕蛭ケ野高原　V．1M．H．　C－1499
　P⑳ρα1％〃多τ肋κ6θγ9る工（UNTHスズメノヒエ　〔白峰〕青柳新道　V．1　M．H．〔白川〕三
方崩山　M．H．　C－1632〔高〕蛭ケ野高原　V．1　M．H．　C・1507
　Pθ梛ゴs召9〃〃α」ψθc％γぼ4θs（LINN．）SPRENG．チカラシバ　〔高〕蛭ケ野高原　V．1　M．H．
C－1497
　P乃」％〃2α砂仇％〃2LINN．ミヤマアワガエリ　〔白峰〕室堂　G．M．；大汝峰　V．4　M．H．27
01；ヒルバオ雪渓～北竜ケ馬場　V．4M．H．2928　北海道から本州中部地方の高山に知られ，
白山はその分布の西限に当る。白山では高山帯の草原に広く分布している。
　P〃α9〃励召sσo〃2〃2％嬬sTRIN．ヨシ　白山　G．M．8626　K　〔吉〕中宮　G．M．9100　K
　P．∫4ρω3‘6αSTEuD．ツルヨシ　〔白川〕平瀬～御母衣　V．1　M．H．　C－680〔高〕大日岳
濃飛植物目録P．i77吉田裕　1941にも記録がある。
　Poσα6プoZθ泌σSTEuD．ミゾイチゴツナギ　〔白峰〕　白峰　V．1　M．H．2218〔白川〕平瀬
～三方崩山　V．1M．H．　C－453
　P．α％％微LINN．スズメノカタビラ　〔尾〕岩間～噴泉塔　V．2　M．H．2328〔白川〕平瀬
V．1M．H．　C－65
　P．ノ物μγ‘亘HAcK．アイヌソモソモ，タテヤマイチゴツナギ　白山　J．OHwl　Ju1．11．1929
KYO　（参）石徹白　福井県生物目録　P．72　1933　にも記録がある。
　P．加勧sα〃θ地ばHAcK．バクサンイチゴツナギ　白山　S．YAsuDA　Aug．1926　KYO；Z．T．
Jul．17．1929　KYO；Z．T．35253（Jul．7．1929）国立科学博物館〔白峰〕南竜ケ馬場～天池
V．4M．H．2790；ヒルバオ雪渓～北弥陀ケ原　V．4　M．H．2929〔大〕三峯　Y．H．116653
（Aug．12．1953）国立科学博物館　本種はJ．J．B．（植物研究雑誌）Vo1．36，　No．5　P．192奥山
春季によるとBul1．　Herb．　Boiss　7－10：709（1899）に白山産の標本がtypeとして記録されて
M励1θ功θγσ‘αroπσ‘srolo抄OHwlオオネズミガヤ　白山，濃飛植物目録，　P．176，吉田裕，1941に記録されて
　いる。
Poασ1α％αVA肌　タカネイチゴツナギ　日本高山植物図譜，　P．206；奥山春季，1966および石川県天然記念
　物調査報告（白山）（別山）に記録されているが，標本の確認はできなかった。
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いる。この植物は本州中部地方の亜高山から高山帯にかけて知られ，白山でも亜高山から高山帯
の草地内にわずかに見られる。
　P．〃α彦θ㈹活LINN．ナガバグサ（ヨーロッパ渡来の帰化植物）〔荘〕　野々俣～三谷　V．1
M．H．　C－861
　且グ励％1αFRANcH．　et　SAvAT．イブキソモソモ　〔白川〕平瀬～御母衣　V．1　M．H．　C－679
〔白鳥〕石徹白　福井県生物目録　p．72　ig33にも記録がある。
　P．ψ加％吻104修sTRIN．イチゴツナギ　白山　KHANDA　Aug．2．1952
　8σsα〃蹴ゴ1θ地活（RuPR．）MAKINo　et　SHIBATAネマガリダケ，チシマザサ　白山　Z．T．　Ju1．
1927KYO　〔尾〕岩間ブナ林Fu」ITA〔白峰〕南竜ケ馬場（2100m）V．3　M．H　2453〔荘〕
野々俣　G．K　May．22．1934　KYO　白山の低山帯から高山帯にかけて広く分布している。
1965年以後の観察では毎年極部的に開花が続いている。（1972年までの観察では）。このことか
ら推測できることは，白山のチシマザサは多元的なものと考えられる。また白山内における分布
状況はブナ帯においてはその林床に多く侵入し，亜高山から高山帯にかけてはダケカンバ林およ
びアオモリトドマツ林の林床に広く分布し，高木のない尾根や山腹では草原を作って広がってい
るo
　＆1）〃〃2α彦α（BEAN）NAKAIチマキザサ白山T．TAKAGI　Aug．5．1953　KYO〔高〕蛭
ケ野　KHIsAuTI　JuL　31．1940（2943）KYO　〔白鳥〕　石徹白村和田山　Z．T．　Jul．2．1933
　Sθ‘〃‘αF励♂HERRM．アキノエノコログサ　〔吉〕蛇谷　V．1　M．旺　6466
　＆91α％伽（LINN．）BEAuv．キンエノコロ　〔尾〕温泉口～岩間　V．1　M．H．4208　〔荘〕
落部口　V．1M．H．　C－1556
　＆〃硫s（LINN．）BEAuv．エノコログサ　〔吉〕蛇谷　（親谷～国見山）V．2　M．H．6536
〔尾〕岩間ロノ湯～岩間ヒユッテ　V．2M．H．4292
　Sρo漉ψogo〃ばψαμρ〃α’％s　HAcK．コアブラススキ，ミヤマアブラススキ　　白山　Z．T．　Jul．
17．1929KYO　〔尾〕岩間ロノ湯～岩間　V．2　M．H．4294；シナノキ小屋～ゴマ平　G．M．
〔白川〕三方岩嶽（1700m　Alt．）V．3　M．H．8931本州北部，中部地方の日本海側の山野に
存在する日本海要素の一つである。
　1椀s召彦％〃26‘ガ4％〃2（THuNB．）OHwIカニツリグサ　〔白峰〕　白峰　V．1　M．H　2215〔荘〕
Poαηψρ㎝icαKolDz．オオイチゴツナギ蛭ケ野，濃飛植物目録，　P．178，吉田裕，1941に記録されている。
Sα㊨cゴ01θ〆sW！iσ（LINN．）CHAsE　var．のzθr併％〃3（MAKINo）OHwlヌメリグサ　経ケ嶽，福井博物，　No．
　2経ケ嶽採集記，P．69，1955に記録されている。
Sosαboγθα〃s（HAcK・）MAKINo　スズタケ，石川県天然記念物調査報告，白山，別山，　P．104，1929．
Sαsαc〃％αMAKINoオクヤマザサ　白川，濃飛植物目録，　P．169，吉田裕，1941．
Sαsαc加為α‘θ術‘sMAKINO　チョウカイザサ　石徹白，福井県生物目録，　P．72，1933．
Sαsα2V夕ε〃9蹴α％αMAKINo　et　UcHIDA　アカザワザサ　白川，濃飛植物目録，　P．170，吉田裕，1941
Sαsα0ゐκ4砺αMAKINo　タカヤマザサ　白川，濃飛植物目録，　P．170，吉田裕，1941．
Sαsαρ〃ω3’藺θμsゴαNAKAI　コシジザサ　白川，濃飛植物目録，　P．170，吉田裕，1941．
Sαsα〃θ仇乃〃（CARR．）REHD．クマザサ　石川県天然記念物調査報告，白山，別山P．104，1929．
上記のSのαは各々記録されているが，標本も確認できず，以後の研究を待ちたい。
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野々俣～三谷　V．1M．H．　C－862
　τ．sZδ〃ゴ6％勿RUPR．カニツリススキ，チシマカニツリ　〔白峰〕北竜ケ馬場～釈迦岳　V．3
M．H．；三の峯～杉峠（1900～1700m　Alt．）V．3　M．H．7731
　全国の亜高山～高山に知られている植物で，白山では亜高山帯で採集している。
　Zぼs桓∫αρo％‘σσSTEuD．シバ　〔荘〕野々俣～新淵　V．1　M．H．　C－863
　　　　　　　Cyperaceae　　カヤツリグサ科
　C〃顔α16αZαBooTT．ミノボロスゲ　白山S．YAsuDA　Aug．1926　KYO　〔尾〕　ウグイス平
～ゴマ平　V．3M．H．5809　〔白峰〕別山平　V．4　M．H．3384　〔白川〕大白川道　V．3
M．H．3664の1　〔白鳥〕石徹白村　1．ITosHIRo　Jun．1933　KYO
　C．4ρ勿〃oρ％∫K6KENTH．タテヤマスゲ　白山　G．K　Jul．10．1921　KYO；G．Mu．6967
KYO　〔吉〕親谷～国見山　V．25498　M．H．〔白峰〕弥陀ケ原　V．4　M．H．2509〔白川〕
三方崩山　V．3M．H．　C・・1024本州の福井県以北の主として日本海側の山地に分布が知られて
いるo
　C．∠4〃9〃sだ幼磁σ磁MEINsH．ヒラギシスゲ，エゾアゼスゲ　〔尾〕　ゴマ平　V．3　M．H．5830
〔白川〕ワリ谷　V．2M．H．　C－549北海道から中部地方の高山の渓間湿地に分布する植物で，
この白山山系が西南限と思われる。
　C．61●加ガσ〃ραFRANcH．シヨウジヨウスゲ　白山（別山）H．SuGINo　Jul．28．1956　KYO
〔白峰〕室堂平　V．4M．H．2484；白峰　V．1　M．H．1920
　C．61θ助〃比αゆαFRANCH．　var．　s彦θ2ωc〃1短OHWIホソミシヨウジョウスゲ　〔白峰〕清浄ケ
原～殿ケ池　V．4M．H．5693
　C・6夕〃η％∫6θ〃s（PERs．）PolR．ヒメカワズスゲ　白山　S．YAsuDA　Aug．1926　KYO；T．S．
4561KYO　〔尾〕　ゴマ平～三方岩岳　V．3　M．H．5860　〔白峰〕殿ケ池　V．3　M．H．5706
北海道から中部地方の高山に分布し，この白山が西南限地となっている。
　C．αψ‘〃ασθαBooTT．ハリガネスゲ　白山G．K（Dateなし）KYO〔高〕蛭ケ野HK
6463
　C．σα”0ρ勿〃θαLATouR．　var．励σ夕o〃ゴc加（FR．）K6KENTH．チヤシバスゲ，ハマシバスゲ
〔大〕三峰～小池　V．3M．H．3434北海道，東北から富山県の海岸または山地に知られてい
たが，この標本により白山山系にも発見されたものである。（参）金沢大学理学部植物園年報No．2
p．36日本産スゲ属植物の分布（2）玉城松栄ほか　1969
　C．σoヵ‘6αBooTT．ヒメカンスゲ　〔吉〕親谷～国見山　V．2　M．H．5495　〔白峰〕市瀬～
τんw4α∬鋤加（WILLD．）C．　TANAKAカルカヤ，メガルガヤ　石川県天然記念物調査報告，別山，　P．
　104，1929に記録がある。
Tグゴsε’％〃2s〆cα’μ〃2（LINN．）RIcHT．リシリカニツリ　石川県天然記念物調査報告，別山，　P．105，1929に記
　録はあるが，標本の確認はできない。
B〃bosrツZ‘s　4θ卿（WALL．）HAND．－MAzz．イトハナビテンツキ　石徹白，福井県生物目録，　P．76，1933；
　経ケ嶽，福井博物，No．2，　P．69，経ケ岳植物採集記，1955に記録されている。
CんρW％～〃2is　R．　BR．アオスゲ，経ケ岳，福井博物，　No．2，　P．69，経ケ岳植物採集記に記録がある。
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別当出合　V．2　M．H．2099　〔白川〕　ワリ谷　V．2　M．H、　C－548；三方崩山　V．2　M．H．
Cs1025
　C．％夕‘αGooDEN．バクサンスゲ　白山　G．K．　Ju1．10．1921　KYO；Z．T．　Ju1．17．1930
KYO；G．M．7123　K　〔尾〕　ゴマ平～三方岩岳　V．3　M．H．5862　〔白峰〕旧道　G．M．
12007K　〔白川〕大白川道　V．3　M．H．3664の2
　北海道から中部地方の高山に分布する植物で白山山系の三峯が西南限地と思われる。（参）福井
博物　No．9，　P．14　鳩ケ湯から三峯のflora渡辺定路　1962；金沢大学理学部植物園年報　No．2
P．29　日本スゲ属植物の分布（2｝玉城松栄ほか　1969
　C．仇γ〃鋤砺sFRANcH．　et　SAvAT．ナルコスゲ　〔白峰〕別当谷　J．YosHlxAwA　Aug．9．
1956〔高〕大日岳濃飛植物目録P．180吉田裕1941に記録がある。
　C．4θω砂α批ScHwEIN．　var．　sθ％α％θ紬U（OHwl）T．KoYAMAホスゲ　白山　Z．T．　Jul．17．
1929KYO　この標本は京大紀要B6－5248　1931に原標本として記載されている。白山
J．OHwl　Ju1．10．1929　KYO　〔白峰〕殿ケ池～別当出合　V．3　M．H．5721；砂防新道　V．3
M．H．5916；六万～釈迦岳　N．F．4111　KYO　〔大〕刈込池～三峯　N．F．　et　Y．1．535
KYO中部地方の高山に分布している植物で白山山系の三峯付近が西南限地となっていると思わ
れる。
　C．DZc〃‘紗’づFRANcH．　et．　SAvAT．オニスゲ，ミクリスゲ〔高〕蛭ケ野　V．1　M．H．　C－881
；G．Mu．　i　4358　KYO
　C．ば鋤oγ力加1βがsSTEuD．アゼナルコスゲ　〔白川〕大白川村H．FuRulKE　Jul．14．1955
　C．Z）oθη餓江B6cKLERコタヌキラン〔白峰〕室堂～南竜ケ馬場（黒ボコ岩下）V．37022　M．H．
　C．401‘cλo吻c吻αHAYATA　var．91α6θ〃吻α（OHwl）T．　KoYAMAミヤマカンスゲ　白山
Z．T．　Ju1．17．1929　KYO　〔白峰〕別当出合～甚之助ヒユッテ　V．3　M．H．2155　〔大〕
三峯～小池　V．3M．H．3433；鳩ケ湯～三峯N．F．　et　Y．1．447　KYO京大紀要B．6－5：
259　1931にはC．勿μ砺ゾbZ化var．ゴ〃2ろθcづ〃ゴs　OHwlニシノミヤマカンスゲとして白山の標本
が原標本となっているが，今回は区別し得なかった。
　C．刀訪ε11α紘垣v．et．　VAN．ヤマテキリスゲ　〔白峰〕三ツ谷　V．2　M．H．5307
　C．ゾb1∫α☆蛭〃zσFR．　ScHM．オクノカンスゲ〔尾〕岩間～噴泉塔　V．2　M．H．2039〔白峰〕
三ツ谷～杉峠　V．2M．H．5310〔白川〕平瀬　V．1　M．H．　C－64；ワリ谷　V．2　M．H．
C－553；御母衣～平瀬　G．Mu．16207　KYO
　C．ノr％1彪FRANcH．ニッコウハリスゲ　白山T．S．4574　KYO　〔白鳥〕　石徹白村和田山
　Z．T．　Jul．2．1933　KYO
　C吻〃〃04θ％sゴsFRANcH．イトキンスゲ　白山　J．OHwl　Jul．10．1929　KYO；T．S．4587
σ4‘ssπ抑げαFRANcH．ミヤマジュズスゲ　三峰，福井県生物目録，　P．73，1933；鳩ケ湯から三峰のflora，
　福井博物，No．9，　P．14，渡辺定路，1962に記録はあるが標本の確認をしていない。
α∫励o粥sがsFRANcH．　et　SAvAT．ミヤマクロスゲ　白山，濃飛植物目録，　P．183，吉田裕，1941に記録が
　ある。
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KYO　〔白峰〕弥蛇ケ原　V．4　M．H．2511；四塚山　V．4　M．H．3797北海道から中部地方
の高山に分布していて，白山はその分布の西限地である。
　C泌〃o形〃s‘sFRANcH．　et　SAvAT．　コハリスゲ，コケスゲ　白山　J．OHwエ　Ju1．11．1929
KYO；Z．T．　Jul．17．1929　KYO　〔白峰〕殿ケ池　V．3　M．H．5707；大汝峰　V・4　M・H・
2689　全国の亜高山帯以上に広く分布している種で，白山でも高山帯に多く見られる。
　C加9e夕01θρ‘sBuNGE．ヤマアゼスゲ，ヒメテキリスゲ　〔白峰〕　白峰　V．I　M．H．2221
　C．加％40％s‘sOHwlアイズスゲ　白山　G．K　Ju1．1921　KYO　〔白峰〕　白峰　V．1　M．H．
1923；V．1M．H．2220．〔白川〕三方崩山　V．1　M．H．　C－456〔高〕大日岳　Y．H．　Jul・
2．1933KYO　〔大〕鳩ケ湯～刈込池　N．F．　et　Y．1．452　KYO　（参）京大紀要B　5－
3：252　1930　に原標本として白山産のものが記載されている。
　C鋤泌BooTT．カワラスゲ，タニスゲ　〔白川〕平瀬～御母衣　V．1　M．H．　C－457〔荘〕
野々俣～三谷　V．lM．H．C－855
　C‘％sα痂αθKolDz．ヒロハスゲ　〔白峰〕市瀬～別当出合　V．2　M．H．2101〔白川〕平
瀬～三方崩山　V．1M．H．　C－460
　C．‘s6吻osZα6吻σSTEuD．ジュズスゲ　〔白峰〕　白峰　V．1　M．H．2225　〔白川〕平瀬～三
方崩山　V．1M．H．　C－459〔大〕三峯　N．F．　et　Y．1．486　KYO
　C．ノσ6θηsC．B．CLARKEハガクレスゲ　白山　S．YAsuDA　Aug．1928　KYO；J．　OHwl　Jul．
9．1929KYO；Z．T．　Ju1．17．1929　KYO；J．YosHIKAwA　Aug．8．1956　〔白峰〕　市瀬～別
当出合　V．2M．H．2096〔白川〕　ワリ谷　V．2　M．H．　C－546　（参）　京大紀要B　5－3
265　1930　に原標本として，また，金沢大学理学部植物園年報　No．2　P．37　日本スゲ属植物
の分布玉城松栄ほか　1969；濃飛植物目録P．180吉田裕　1941に記録されている。尚，分
布は千島，北海道から中部地方の針葉樹林帯に存在し，白山はその分布の西南限地である。
　C．∫砂o％碗THuNB．ヒゴクサ　〔白峰〕　白峰　V．1　M．H．2222　〔白川〕　福島谷　V．1
M．H．　C－620　〔大〕鳩ケ湯～刈込池　N．F．et　Y．1．421　KYO
　C．〃60彦θ〃sZs　FRANcH．　et　SAvAT．テキリスゲ　〔尾〕岩間～コエト小屋　V．2　M．H．2249
　〔白川〕平瀬～三方崩山　M．H．　C－458；ワリ谷　V．2　M．H・C－550
　C．勿θ〃θκs江PREsc．　var．〃％s’σc夕s（FRANcH．）K6KENTH．キンチャクスゲ，　イワキスゲ
白山　S．YAsuDA　Aug．1926；G．Mu．6968　KYO　〔白峰〕北竜ケ馬場～釈迦岳V．3　M・H・
3780；砂防新道　V．3M．H．3503　この種は北海道から本州中部地方の高山に分布し，白山山
系がその西南限地にあたる。
　C．琉c泌％x絃妬B6cKELR．　var．αs鋤6cα（HuLT．）OHwlミタケスゲ　〔高〕蛭ケ野　Z．T．
Jun．29．1933　KYO；濃飛植物目録　P．181吉田裕　1941〔白鳥〕石徹白　福井県生物目録
C．」θ2μαD．DoN．　var．　Zθ％rαナキリスゲ大日岳，濃飛植物目録，　P．179，吉田裕，1941に記録がある。
α1吻刀％碗c2“MIQ．　var．1θ〃isαccμs　OHwIホシナシゴウソ　蛭ケ野，濃飛植物目録，　P．181，吉田裕，
　1941に記録されている。
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P．741933にも記録されている。北海道から本州中部の亜高山帯または高層湿原に見られ，白
山山系がその分布の西南限と思われる。
　C．〃2011鋤1αBooTT．ヒメシラスゲ　〔尾〕岩間～コエト小屋　V．2　M．H．2250〔白峰〕
市瀬　V．IM．H．2407〔白川〕平瀬～三方崩山　M．H．C－462
　C〃20〃oz〃商BooTT．　var　Zθ勿7ω1●る（FRANcH．）OHwlホソバカンスゲ　〔尾〕　ゴマ平～滝
ケ岳　V．3M．H．3093；岩間～コエト小屋　V．2　M．H．2248〔白峰〕湯谷川　J．OHwl　Jul・
9．1929　KYO　本州の日本海側に分布している日本海側要素の一つである。白山ではブナ帯に
分布している。
　CoZ⑫α6％BOOTT．　var．σ％gμsオ‘o夕K6KENTH．　ミヤマシラスゲ　〔白鳥〕石徹白村和田山
1．ITosHIRo　Jul．2．1933；福井博物No．9鳩ケ湯から三峯のflora　p．14渡辺定路　1962にも記
録がある。
　Co〃磁鰯FRANcH．　et　SAvAT．　var．　o〃22批ヤチカワズスゲ〔高〕蛭ケ野K．SHIoTA　Jun．
15．1927KYO　（参）金沢大学理学部植物園年報No．3　日本産スゲ属植物の分布（3）P．6，　P．15
玉城松栄ほか　1970；白山濃飛植物目録　P．182吉田裕　1941
　C．o〃2泌妬FRANcH．　et　SAvAT．　var．勿oη’ゴω1αOHwlカワズスゲ　白山　Z．T．　Jul．17．
1929KYO　〔白峰〕別山平　V．3　M．H．5971；北竜ケ馬場～釈迦岳　V．3　M．H．　3781；
南竜ケ馬場～三峯　V．3M．H．7678　KYO　〔尾〕モウセン平　V．3　M．H．5841山地性
でヤチカワズスゲより果胞は小さく4mm以下である。白山では主として亜高山帯の湿地にみら
れる。分布は北海道から北陸の山塊まで主として日本海側に存在すると思われる。
　C．o％oe‘FRANcH．　et　SAvAT．ハリスゲ，ヒカゲハリスゲ　〔尾〕　ゴマ平　V、3　M．H、3014
（参）白山　濃飛植物目録P．183吉田裕　1941北海道，関東，中部地方にわずかに知られてい
る。
　C．o”砺〃α（FRANcH．　et　SAvAT．）KuDoヒメスゲ　白山　Z．T．　Ju1．17．1929　KYO；
G．N．3635　KYO　〔白峰〕室堂平　V．4　M．H．2483；大汝峰　V．4　M．H．2695〔白川〕
三方崩山　V．3M．H．　C－761
　Cカ〃c〃70夕αBooTT．グレーンスゲ　〔高〕蛭ケ野　工OHwl　Jul．14．1929　KYO　（参）白
山　濃飛植物目録　P．182　吉田裕　1941；金沢大学理学部植物園年報No．2　日本産スゲ属植物
の分布　p．34玉城松栄ほか　1969
　C．1り〃ぼノ70夕αBooTT．　var．％痂o痘（L丘v．）OHwlナガボノコジュズスゲ白山Z．T．　Jul．
17．1929KYO；J．OHwl　Jul．10．1929　KYO〔尾〕ウグイス平～ゴマ平　V．3　M．H．5806
　〔白峰〕　白峰　V．1M．H．2224；室堂～大白川　G．M．9183　K
　C♪σ％ρθ夕c〃αMlcHx．ダケスゲ　〔尾〕ウグイス平～ゴマ平　V．3　M．H．5808〔白峰〕
釈迦新道　V．3M．H．4076；別山平　V．3　M．H．5970　本州の高山の高層湿原にわずかに分
布している植物で，白山では亜高山帯から高山帯の湿原や池塘に見られる。上記以外の別山から
三峯の間の池塘，室堂から楽々新道間の池塘，モウセン平でも採集している。著者の採集までは
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白山での分布は知られていなかったもので，白山は分布の西南限地である。
　C・ρ1砺ゴ6”〃惚KOMAR．ヒカゲシラスゲ　〔白川〕平瀬～御母衣　V．1　M．H．　C－673
　C．カ0409卿αFRANcH．　et　SAvAT．タヌキラン〔白峰〕南竜ケ馬場～天池　V．4　M．H．2795
；河内谷～市瀬　M．Ho　5945　KYO　〔大〕三峯　Z．T．　JuL　5．1933　KYO　北海道から北
陸まで分布している植物で，白山では低地から高山の湿った岩壁などにわずかに見られる。
　C勿夕％‘6σWAHLENB．キンスゲ　白山　J．OHwl　Jul．11．1929　KYO；G．N．3573　KYO
；G．Mu．6975　KYO　〔尾〕　ウグイス平～ゴマ平V．3　M．H．5807〔白峰〕砂防新道　V．4
M．H．3614；室堂～ウグイス平　V．4　M．H．5794本州の北部，中部の高山に分布し，白山
をその西南限としている。
　C．夕吻％c乃0ρ吻sσC．A．MEY．オオカサスゲ　〔白鳥〕石徹白村野伏岳，打波槌池　G．K．
Jul・2．1933　KYO　北海道から本州の北部，中部に分布しているが，白山山系が西南限地であ
る。（参）金沢大学理学部植物園年報　No．2　P．36　日本産スゲ属植物の分布　玉城松栄ほか1969．
　（∴s碗σNAxlM．　var．6〃〃‘s4％α勿α（KolDz．）OHwlアシボソスゲ，シロウマススゲ　白山
Z．T．　Ju1．17．1929　KYO；G．Mu．6978　KYO　〔白峰〕砂防新道　V4　M．H．3615；3920
；畜生谷T．URAKAMI　Aug．3．1916　KYO；柳谷上方S．YAsuDA　Aug．1928　KYO；御前峰
G．N．3604　KYO　日本海側の高山に分布が知られている植物で，白山がその西限に当ると思
われる。
　C．s碗〃2緬2e％s‘s　FRANCH．アズマナルコ，ミヤマナルコスゲ　〔尾〕　ゴマ平　V．3　M．H．
5829；ゴマ平～シナノキ小屋跡　4091　N．F．　KYO　〔白峰〕　市瀬～別当出合　V．2　M．H．
2102〔荘〕野々俣～三谷　V．1M．H．　C－851
　C．s‘4〃os彦‘cZσHANcEタガネソウ　〔吉〕親谷～国見山　V．2　M．H．5499〔白川〕三方
崩山　V2．M．HC－762
　C．s云θ鰯％劫αFRANcH．　et　SAvAT．イワスゲ，ヒメイワスゲ白山　Z．T．　JuL　7．1929　KYO
；G．N．3631　KYO；T．S．4582　KYO　〔白峰〕大汝峰　V．4　M．H．2693；室堂平～頂上
V．4M．H・2870本州の北部から中部の高山に分布している植物で，白山はその西南限地であ
る。
　C．s彦θ％osZαc吻s　FRANcH．　et　SAvAT．ニシノホンモンジスゲ　〔白峰〕　白峰　V．1　M．H．
2223〔白川〕平瀬～三方崩山　V．1M．H．　C－463
　C．sZψαZσMuHLENB．オオカワズスゲ　〔白川〕平瀬～御母衣　V．1　M．H．　C－671　北海道
から中部地方にかけて分布している。
CRθ煽ゴFRANcH．　et　SAvAT．コカンスゲ，ナンブスゲ濃飛植物目録，　P．182，吉田裕，1941に白山の記
　録があるが，標本の確認はできなかった。
σカ％砺μs6μ1αWAHLENB．イトヒキスゲ大野市小池，福井博物No．2，　P．106，新採集報告（2），堀芳
　孝，1955に記録されている。
σs必oθ％s‘sFRANcH．　サドスゲ　石徹白，福井県生物目録，　P．74，1933；金沢大学理学部植物園年報，
　No．1，日本産スゲ植物の分布（1），　P．5，王城松栄ほか，1968．，（参）金沢大学理学部標本館にはS．　TANAKA
　採集の白川村天生峠産標本が入っている。分布は日本海側に見られる。
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C．s％6％〃2ろθ11α紘MEINsH．　var．ρθ夕θc〃鈴4αCHwlクモマシバスゲ　白山　J．　OHwl　Jul．10．
1929KYO　本州の高山草原にまれな植物で，白山はその分布の西南限である。
　C．〃α〃s昭夕sαBooTTヤワラスゲ　白山　G．M．8612　K．〔白鳥〕　石徹白　H．K　6577
　C．〃e豆cαγ級LINN．オニナルコスゲ　〔白鳥〕　石徹白村和田山　G．K．　Jul．2．1933　KYO
（参）石徹白　福井県生物目録　p．75　1933
　Cアρ〃μs〃εびノわ∬％s（RoTTB．）HAssK　var．1ぼ01ψ砧（FRANcH．　et　SAvAT．）T．KoYAMA　ヒ
メクグ　〔高〕蛭ケ野　M．H．　V．1　C－1497’（参）白山　濃飛植物目録　P．186吉田裕1941
　C・〃2‘c夕o”似STEuD・カヤツリグサ　〔吉〕蛇谷　V．1　M．H．6467
　C．oγτ加吻o吻％s　FRANcH．　et　SAvAT．ウシクグ〔高〕蛭ケ野　V．1　M．H．　C－1496；G．Mu．
14371　KYO
　E1θoc乃〃砧〃2σ〃2‘1」α’αLINDL．　f．　var．σ夕ε106ση）αKITAGAwAオォヌマハリイ，ヌマハリイ
〔大〕刈込池　N．F．　et　Y．1．467　KYO；経ケ岳　1400m　G．Mu．　et　T．S．　372　KYO；刈
込池G．M　K
　E．碗訪％γαθB6cKLR．シカクイ　〔高〕蛭ケ野　G．Mu．　14403　KYO　〔白川〕九§ケ谷
G．M．　K
　E夕io♪加γ％〃2　g夕α6ゴ1θKocH・サギスゲ　〔高〕蛭ケ野　KINAMI　142035国立科学博物館；
H．K．5344（参）濃飛植物目録P．185吉田裕　1941
　E．粥9仇α鋤〃2LINN．ワタスゲ，スズメノケヤリ　〔高〕蛭ケ野　G．Mu．16177　KYO北
海道から中部地方の湿原に分布が知られている。蛭ケ野の湿原ではミズバショウなどとともに混
生している。
　L幼ocα夕助σ碗6γoαψ加1α（R．　BR．）K6NTH．ヒンジガヤツリ　〔高〕蛭ケ野　G．Mu．14394
KYO
　R吻微吻Sρoγαα1bα（LINN．）VHAL．ミカズキグサ　〔高〕蛭ケ野　M．HIRoE　12634　KYO
（参）蛭ケ野　濃飛植物目録P．186吉田裕　1941
　1～．舛s％4砺αMAKINOミヤマイヌノハナヒゲ　〔尾〕　ゴマ平～三方岩岳　（モウセン平）V．3
M．H．5838北海道から本州の日本海側に分布し，兵庫県の氷の山（1510m）の古生沼湿原が西
C71吻μb〃σガSTEUD．アゼスゲ　金沢大学理学部植物園年報（No．3），日本産スゲ属植物の分布（3），　P．6，
　玉城松栄ほか，1970に白山の記録がある。
C．w励ε解cゐ∬MuLL．　ARG．ヌイオスゲ，シロウマヒメスゲ　植物研究雑誌，　Vol．36，　No．5，　P．192，植物
　採集覚書⑳，白山，奥山春季に記録があるが，標本の確認はできなかった。
α〃εsioαグ泌LINN．　var．％傾」θBoEcK．ジュズナルコスゲ　石徹白，福井県生物目録，　P．75，1933に記録が
　あるが，標本の確認はできなかった。
㌶竃蕊嶽∴｝麟灘ふ温㌫鷲竺言　
慧罵欝∵：∵ヒラテン｝ll；聯撚寒
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限となっている。
　＆物）％s〃鋤40θヵsゼ80HWIミヤマホタルイ　〔尾〕　三方岩～モウセン平　（1700m）　V．3
M．H．8941〔大〕経ケ岳（1400m）　G．Mu．　et　T．S．429　KYO
　＆∫〃幼oぼθsRoxB．ホタルイ　〔尾〕　コエト小屋跡付近　V．2　M．H．4406　〔高〕蛭ケ野
V．1M．H．　C－1493（参）蛭ケ野　濃飛植物目録　P．186
　＆〃幼θ20づ4e％s　KolDz．サンカクホタルイ　〔高〕蛭ケ野　V．1　M．H．　C－1494　この種は
カンガレイとホタルイの間種と言われるので，当地の生態を再検討して決定を要する。
　＆励c吻グ漉B6cKLR．　lforma　60％ε010夕（MAxlM．）．T．　KoYAMAアブラガヤ　〔尾〕岩間
H．FuRulKE　Ju1．7．1955　〔高〕蛭ケ野　V．1　M．H．　IC－1495；H．K．5618；G．Mu．　14359
KYO　〔大〕鳩ケ谷～マガリ　G．M．16053　K．
　＆碗6吻γσ‘B6c肌R．　forma　c夕1物〃励s（MAKINo）NEMoToシデアブラガヤ　〔白峰〕青
柳新道　V．1M．H．4164〔白川〕鳩ケ谷～マガリ　G．M．16053　K
　＆励c吻γ滋B6cKLR．　forma　2〃‘訪蹴碗T．　KoYAMAアイバソウ　〔白峰〕六万　G．M．8745
K；青柳新道　V．2M．H．4118
驚㌫伽一・マツーキー一一ご⌒島
S．syんα’‘c％s　LINN．　var．〃2砕棚o励c2∬REGEL　クロアブラガヤ，アオアブラガヤ　蛭ケ野，濃飛植物目録
　P．186，吉田裕，1941．石徹白，福井博物，No．1，　P．46，石徹白方面採集記，寒蝉義一，1954に記録があ
　る。
＆‘吻sz〃∫碗雄αゴB6cKLR．subsp．αsゴαr‘6“s（BEETLE）T．　KoYAMAエ　ゾァブラガヤ　福井博物，　No．15，
P．32三峰から経ケ岳採集記（池の大沢），渡辺定路，1968に記録があるが，標本の確認はしていない。
